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に恵まれた育ち方をする。やっぱりちょっと外れたへき地、要するに悪いですけど、上のほうと

か人口の少ないところは、学童保育も受けられない、中には塾に入ってるという話も聞いてるん

ですけど、塾に入れば親の負担は、どうしても、学童保育と違ってお金かかりますから、先ほど

の話とあれしますけど、今、対馬の環境は、すごくそういうふうにして、収入に乏しくなってる

状態ですので、子供たちに、そういう隔てのない行政をしていただきたいと思います。 

 そうしないと、やはり小さい子供が、市長も言われたように、早く帰ってくるお母さんもおれ

ば、遅く帰ってくるお母さんもおるでしょうけど、やっぱりそこに、何とかして隔てのない育て

方をしてやらんと、おなかをすかせて７時までお母さんが迎えに来ない子供なんか、それから自

宅に帰って、お母さんが食事しよってみんですか、８時になるですよ。そりゃ１年生、３年生の、

私のとこも同じような孫がおるんですけど、やっぱり見かねたとき、自分の孫でも、これたちが

８時までおなかをすかせてするということはないですよ。 

 だから、そういう環境に恵まれない子供に、逆に、学童保育の手厚さを、私は訴えたいと思い

ます。 

 ぜひ、市長、そういうことで、上対馬のほうも、年内にそういう形で取り入れてもらいたいと

思います。 

 もう時間がありませんので、私の質問はそういうふうにして、終わらせていただきます。どう

もありがとうございました。 

○議長（作元 義文君）  これで、１８番、大部初幸君の質問は終わりました。 

癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡 

○議長（作元 義文君）  暫時休憩します。開会は２時から行います。 

午後１時49分休憩 

癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡 

午後２時00分再開 

○議長（作元 義文君）  再開します。 

 次に、３番、入江有紀君。 

○議員（３番 入江 有紀君）  対馬市の医療崩壊といづはら病院跡のケアミックス型６０床のこ

とについて、市長にお尋ねいたします。 

 いづはら病院と中対馬病院の所有権は、どなたにあるのでしょうか。 

 質問２、いづはら病院、中対馬病院及び豊玉診療所のそれぞれの１日の平均通院患者数は何名

ですか。 

 質問３、市長は、昨年の市長選挙でケアミックス型の病院、約６０床を残すというビラをまか

れましたが、私が知り合いの長崎県議に聞いたところ、いづはら病院のケアミックス型は残すこ
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とができないことを財部市長は知っているということですが、事実ですか。いづはら病院を、ケ

アミックス型６０床を残すことは、本当にできるのですか。 

 質問４、前回の選挙で、厳原南部の市民は、ケアミックス型の病院６０床を残すという、市長

の言葉を信じて応援をしました。そのことは、市長はおわかりですか。ケアミックス型の６０床

が残らなくなると、南部の市民は緊急の場合、患者を４０分以内に病院まで搬送する必要があり

ますが、新しくできるグリーンピアの病院までの搬送は困難だと思いますが、いかがですか。 

 質問５、また、市長は前回の市長選挙の時点で、ケアミックス型の病院６０床は残らないこと

を知っていたのではないですか。私が調査したところ、中対馬病院の通院患者の実情は、午後

１時には全然いません。この事実を市長は知っていますか。この通院患者数では、グリーンピア

の新病院は経営はできないのではないかと心配しておりますが、新病院の経営は可能なのでしょ

うか。 

 もし、運営ができない場合は医療崩壊になりますが、この事実を市民が知った場合、市長リ

コールに発展すると思いますよ。重大な市民に対する背信行為だと思います。 

 私は、一般質問になれていませんので、できるだけ一問一問お答えをお願いいたします。 

 以上、よろしくお願いいたします。 

○議長（作元 義文君）  市長、財部能成君。 

○市長（財部 能成君）  入江議員の質問に答える前に、リコールとかいう不穏当な発言をされな

いようにしていただきたいなと思います。私に、その事実は全くない中で、そのようなことは、

大変失礼な話ではないかなと思っております。 

 今、入江議員が何点もおっしゃいましたけども、それらについて、私は全く承知しておりませ

ん。私が、市民の皆さんに約束をすることは、自分が言ったことを守って、そこに向かって、一

生懸命汗をかくことだというふうに思っております。 

 その時点において知ってたんではないか、何を知ってたんだと、さっぱり私には理解できませ

ん。自分は、そのときの中で、一生懸命考えて市民に提案をさせていただいたつもりです。 

 その点を十分に理解をしていただければと思っております。 

 そういう意味において、ケアミックス型を残す形で、自分は、今取り組んでおりますし、対馬

いづはら病院・中対馬病院跡利用計画検討委員会においても、昨年２回、そして今年度４回から

５回にわたって検討をされ、この年度内に一つの方向性を出していただくというふうになってお

ります。 

 通告にありました、中対馬病院の通院者は何名ですかというお尋ねがございました。中対馬の

外来患者数につきましては、２３年度は５万９,８８０人でしたので、１日平均患者に換算しま

すと２４５.４人ということになっております。そして、２４年度においては６万１,９０７人と
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いうことで報告を受けております。１日平均患者におき直しますと２５２.７人というふうなこ

とであります。 

 また、対馬いづはら病院の通院者数というものも通告でありましたが、２３年度が１２万

１,８２９人、１日平均患者が４９９.３人となっております。そして、２４年度でございますが、

これが１２万４,９５９人でしたので、１日平均患者におき直しますと５１０人ということにな

ります。 

 豊玉診療所もございましたですね。（「豊玉も」と呼ぶ者あり）はい。豊玉診療所は２３年度

が２万１,７７０人でしたので、１日平均９０.４人、そして２４年度は２万１,４５３人でした

ので、平均８８.６人というふうな数字になっております。 

 そして、財産の所有関係のお話がございました。（「中対馬といづはら病院の所有権」と呼ぶ

者あり）中対馬といづはらですね。所有権ですね。建物は、両病院とも長崎県病院企業団の所有

というふうになっております。 

 また、土地につきましては、登記簿上の所有は長崎県病院企業団ということになっております

けども、病院閉院に伴い、契約は解除され、対馬いづはら病院の土地に関しましては対馬市の所

有に戻ることとなります。中対馬病院の土地は、旧国立病院、要するに国から県離島医療圏組合

が無償譲渡を受けております。そして、現在も長崎県病院企業団の所有ということになります。 

 以上でございます。 

○議長（作元 義文君）  ３番、入江有紀君。 

○議員（３番 入江 有紀君）  １番の質問に対して、企業団の持ち物ということだったんですけ

ど、去年、市長に出られるときにビラをまいてありますよね、このビラを。それには残すって書

いてあるんですよ。残すということが書いてあるんですが、あなたの独断で、これを言われたん

ですか。下にちゃんと。 

○議長（作元 義文君）  市長、財部能成君。 

○市長（財部 能成君）  私のビラは、私の構想でございますので、私の独断で、それは当然書い

ております。 

○議長（作元 義文君）  ３番、入江有紀君。 

○議員（３番 入江 有紀君）  病院企業団の持ち物なら、病院企業団じゃないんですか。 

○議長（作元 義文君）  市長、財部能成君。 

○市長（財部 能成君）  いや、先ほど説明しましたように、少なくとも土地は、病院企業団、今

ですが、用途廃止の段階においては、もとの所有であります厳原町、要するに対馬市に返ってく

るように、これはなっております。そして、建物についても、私どものほうに何らかの形で譲渡

するというふうな話の中で、私どもが、それを今後使っていくという根幹はそこにありまして、
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それから、そのような形の構想を組み立てたところでございます。 

○議長（作元 義文君）  ３番、入江有紀君。 

○議員（３番 入江 有紀君）  わかりました。 

 質問２なんですけど、今市長は、いづはら病院の６０床を残すと言われましたが、このような

状態で、いづはら病院に残せば、南部市民から厳原市民はわざわざ新病院までは行かないと思う

んです。 

 それで、今は、豊玉より峰と向こうのほうは一応豊玉診療所なんです。ということは、中対馬

病院をなくして新しい病院を建てたとしても、厳原方面は全部向こうで、旅費まで使うては行か

ないと思うんですけど、新しい病院には、ということはやっていけるんでしょうか、新しい病院

は。 

○議長（作元 義文君）  市長、財部能成君。 

○市長（財部 能成君）  今、３番議員さんがおっしゃってある意味が、厳原に病院がほしいのか

ほしくないのかが、さっぱり私には理解できない質問だというふうに理解しましたが、厳原の南

部地区の方を含め、厳原の方たちが厳原にやはりほしいというふうな思いを持っておられる。そ

して、１５４床という病床があるわけですけども、ここまではともかくとして、何らかの形のも

のを、やはり厳原地区に一定のものがほしいという思いを厳原の方たちはお持ちですので、それ

らをかなえるために、私は物事をやろうとしております。 

 また、そのことによって、今度は、病院企業団の経営は成り立つのかというお話がございまし

た。何度も、私はこの問題について説明をしてきましたが、今現在、対馬の私どもの医療費、国

保に限らず、社会保険もそうですけども、半分以上が外に出ていっていると、それらをどう島内

に取り込むかということがとても大切な話でございます。 

 今現在、合わせて３３４床でしたか、ベッドはあるわけですけども、これの倍の、極端に言え

ば倍近くの数が、本来１００％ここで完結してしまおうとすれば必要だというふうなことになり

ます。それは高度医療のこととか、いろいろ不可能なことも、確かにございますでしょうけども、

それらをどう取り込むかがこれからの病院企業団のやり方だということ。 

 そして、新たな新病院におきましては、放射線科等を設けて、新たな診療科で入院患者の取り

込みというか、外に出ていっている方たちを内にとどめていくことも頑張っていくということを

聞いておりますので、しっかり経営は成り立つものというふうに考えております。 

○議長（作元 義文君）  ３番、入江有紀君。 

○議員（３番 入江 有紀君）  ６０床を残した場合、恐らく厳原市民も南部市民も、６０床のほ

うに全部、バス代まで使ってから新病院には行かないと思うんですけど、恐らく、私たち思うの

は美津島町だけじゃないかと思うんです。豊玉から向こうは向こうに残る。そしたら、恐らく新
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病院はがらがらになると思うんですが、わざわざバス代を使ってまで新病院まで行かないと思い

ますけど。 

○議長（作元 義文君）  市長、財部能成君。 

○市長（財部 能成君）  私は、その６０床と、要するにケアミックス型の考え方の中で、約

６０床程度をと。今、不足する部分は最低でも５９でございます、差し引きすれば。それに近い

ものをということで、約６０という表現をずっと続けさせていただいておりますけども。 

 今の診療科がそのまま残るというふうなことは、私は言っておりません。診療科については、

あくまで新病院のほうが多く抱え、そして、それを補完する病院ということに、当然、厳原地区

の病院はなっていくということも常日ごろ言っておる話でございます。その点を間違いのないよ

うにしていただきたいと思います。 

○議長（作元 義文君）  ３番、入江有紀君。 

○議員（３番 入江 有紀君）  市長のお言葉では、６０床残したくないのかってあれされたんで

すけど、６０床は残したいんですよ、南部市民は全部。残さないつもりで言ったわけじゃないで

すよ。 

 それと、このチラシに大丈夫ですよと書いてあるんです、あなたが。書いてあるけど、これ、

本当にこれができるんですか。残すって、こんなことが書いてあるんですけど。○○○○○○○

○○○○○○○○○○ 

○議長（作元 義文君）  ○○○○○○○○○ 

○市長（財部 能成君）  ○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○ 

○議員（３番 入江 有紀君）  ○○○○○○○ 

○議長（作元 義文君）  ○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○ 

○議員（３番 入江 有紀君）  ○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○ 

○議長（作元 義文君）  ○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○ 

○議員（３番 入江 有紀君）  長崎県議にお友達がおるもんですから、一応聞いたんですけど、

ケアミックス型は残せないということなんですけど、本当に残せるんですか。 

○議長（作元 義文君）  市長、財部能成君。 

○市長（財部 能成君）  なぜ残せないとおっしゃられたかを、そこを明確にしていっていただき

たいと思います。 
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 私は、今の物事の組み立ての中で残せるというふうな考えでおります。あなたの仲がいいとお

っしゃられた県議の発言の真意が、私にはよく伝わりません。 

○議長（作元 義文君）  ３番、入江有紀君。 

○議員（３番 入江 有紀君）  じゃ６０床は残せるということでいいんですね。 

○議長（作元 義文君）  市長、財部能成君。 

○市長（財部 能成君）  約６０床のケアミックスを形づくるために、今検討委員会等で論議を進

めてもらっている最中でございます。年度いっぱいに一つの方向性がきちんと出るものというふ

うに御理解をいただければと思います。 

○議長（作元 義文君）  ３番、入江有紀君。 

○議員（３番 入江 有紀君）  それと、救急車の問題なんですけど、救急車、豆酘からの、南部

からの、４０分圏内じゃないと間に合わないんです、大体。それで、今の状態では４０分圏内で

は間に合わないんですけど、新しい病院までは。どんなに考えてありますか。 

○議長（作元 義文君）  市長、財部能成君。 

○市長（財部 能成君）  今、救急搬送の時間で４０分という根拠が何なのかが、単に運ばれる時

間というお話なのか、それとも命との兼ね合いの救急から、それとの関連の４０分という、でき

れば、そこをちょっと示していただければ、こちらも答弁がしやすいんですけども。 

○議長（作元 義文君）  ３番、入江有紀君。 

○議員（３番 入江 有紀君）  福祉の経験をしているもんですから、大体、命が、救急車で運ぶ

のが４０分じゃないと、病院まで、間に合わないということなんですよ。だから、今の状態では

４０分で運ぶということはできないと思いますけど。 

○議長（作元 義文君）  市長、財部能成君。 

○市長（財部 能成君）  私は、４０分という話は、お医者様のほうからは聞いておりません。そ

の病状によって、さまざまな時間の設定があるというふうなことを院長先生たちからは聞いてお

りますけども。 

○議長（作元 義文君）  ３番、入江有紀君。 

○議員（３番 入江 有紀君）  福祉施設を１７年に始めるときに、いろいろ、豆酘につくろうか、

内山にしようかと言うたんですけど、そのときに、病院の先生が４０分で運べる位置にしたほう

がいいですよということだったんです、救急車で４０分圏内に。だから、恐らく４０分しかもて

ないんじゃないかと思うんですけど、私は。 

○議長（作元 義文君）  市長、財部能成君。 

○市長（財部 能成君）  その先生が、どういう病気を想定されておっしゃられたかは、ちょっと

私も定かではありませんけども、極力、そのあたりの時間を短縮したいという思いで、先ほど、
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午前中の御質問ありました１０番議員の波田議員のほうからも、南部に向かっての道路の問題が

ありましたけども、そのあたりについて鋭意努力をし、その時間短縮を図っていきたいというふ

うなことで、取り組みをさせていただいておるとこであります。 

 また、バス、交通料金の問題がございました。これも、今、試行的にずっとやっておりますけ

ども、これらを、どのように対馬全体に組み立てられるのかということも、常に頭に入れて組み

立てをしているということで御理解をいただければと思います。 

○議長（作元 義文君）  ３番、入江有紀君。 

○議員（３番 入江 有紀君）  南部に救急車を１台置くとしますよね、１人運んで、あと１人出

た場合はどうなります。 

○議長（作元 義文君）  市長、財部能成君。 

○市長（財部 能成君）  確かに、じゃ２台あって、３人目が出たらどうしようって、いろんなき

りがないんですが、しかし、正直言いまして、そこの体制、考えております。 

 １台出てきたときには、本署のほうから、すぐに次に入るということで、全ては組み立てを、

予定を今しておりますので、極力、そのときにタイムラグが起こらないように訓練等もしていき

たいというふうに考えております。 

○議長（作元 義文君）  ３番、入江有紀君。 

○議員（３番 入江 有紀君）  じゃ、今、ケアミックス型６０床残して、豊玉診療所と、で、中

対馬病院に新しい病院ができるんですが、南部市民が、厳原から向こうは残るとして、今の状態

で、そしたら新しい病院は、もうほとんど美津島だけになるんじゃないかという心配が、ものす

ごくもうあるんですけど、それで病院やっていけますか。 

○議長（作元 義文君）  市長、財部能成君。 

○市長（財部 能成君）  先ほどお答えさせていただきましたが、診療科目の数の問題等で、当然、

新しい病院が対馬の中の基幹病院としての診療科を設置をしていくということで、企業団とのお

話はできております。 

 それを補完していく意味において、いづはらはやっていくということになりますので、今のま

まで物事は進んでいくとは到底思っておりませんし、診療科目が多いところに当然通っていただ

きたいと思いますし、そこに通うための交通対策というのをきちんと打っていきたいということ

を、先ほどから申し上げさせていただいてるところでございます。 

○議長（作元 義文君）  ３番、入江有紀君。 

○議員（３番 入江 有紀君）  去年の市長選挙でまかれたビラのとおりに守られるということで

すよね。 

○議長（作元 義文君）  市長、財部能成君。 
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○市長（財部 能成君）  皆様方も同じように、選挙民に公約をされて、今ここにいらっしゃると

思います。そして、それを守るためにここに立っておられると、発言をされてると思います。私

も、選挙民に対して、そのことを訴え、そして、それを実現するために、今ここに立っていると

思っておりますので、どうか、皆さん方の安心のため、しっかりと取り組んでいきたいと思って

おりますので、御理解いただければと思います。（「わかりました」と呼ぶ者あり） 

○議長（作元 義文君）  ３番、いいですか、終わり、はい。 

 これで、３番、入江有紀君の質問は終わりました。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

○議長（作元 義文君）  以上で、本日の会議はこれで終わります。お疲れさまでした。 

午後２時25分散会 

癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘 




